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 ５年に１度、周年記念双松会が開催されるが今回は学校創⽴１３０周
年を記念して、平成１８年１１⽉１８⽇（⼟）午後２時より、ホテル⼀
畑平安野間で、来賓、同窓⽣、旧職員約４００⼈が参加して記念総会が
盛⼤に開催された。
 ご案内のように、８期⽣同窓会が毎年１１⽉２３⽇に開催されることもあり、１０
年置きに開催される双松会記念総会には８期⽣からの参加は少ないのだが、今回は定
年を迎えた遠来の同期⽣に会えるという期待、わたしは出席するようにしている。

 さて、総会は（1）記念総会(２)記念講演(３)アトラクション(４)懇親会の４部から
成り、記念総会は元⼭陰放送のアナウンサー栗原康郎⽒（１３期）の司会で進められ
た。双松会副会⻑⼭本隆志（６期）の開会の⾔葉、物故者慰霊黙祷に続き、双松会会
⻑松本幹彦（１期）の挨拶があった。明治９年（１８７６）殿町に教員伝習校の変則
中学科を創設したことに始まり、現在までに４万有余の卒業⽣を輩出し、「質実剛
健、⽂武両道」をモットーとして、島根県の⾼等学校教育をリードして来たことの⾃
負と伝統を双松会としても引き継いで⾏きたい。また、本年１０⽉「双松会」６番⽬
の広島双松会が設⽴されたこと。双松会の活動に中⼼的に活躍されて来た影⼭⼀功朗
⽒（２期））が逝去され、誠に残念等の挨拶があった。

松本幹彦双松会会⻑のご挨拶

 次に佐藤健治校⻑の近況報告があり、昨今話題になっている未履修問題につき陳謝
と共に⽣徒から逆に「校⻑頑張れ︕︕」との激励の⾔葉をもらった旨の披瀝があっ
た。 来賓祝辞では１４期卒業⽣でもある景⼭俊太郎参議院議員、松江市⻑松浦正敬⽒
（南校３期）ならびに広島双松会会⻑に就任した８期同窓⽣⼭岡俊英君（７Ｒ）の話
があった。 続いて、来賓紹介の後、功労者表彰があり、双松会前会⻑の井⼾内正⽒に
表彰状と記念品が贈呈された。



佐藤校⻑先⽣の近況報告

功労者表彰

景⼭参議院義員ご祝辞 松浦松江市⻑ご祝辞

 最後に校歌⻫唱は旧制中学の「⾚⼭健児の歌」「松江北⾼等学校校歌」がＣＤをバ
ックに⾼らかに歌われた。松⾼校歌は北校校歌と同じ調べで最後の「松江⾼校ここに
あり」が「松江北校ここにあり」と変わっただけだ。私の後ろの⼥性が「この歌を唄
うために来たんだから」と話しているのが聞こえて来た。
 総会は⻘⼭幸⼦双松会副会⻑（７期）の閉会の⾔葉で終了した。



 第２部の記念講演は１３期卒、現株式会社商船三井代表取締役社⻑芦⽥明充⽒の
「海運を通して⾒た世界経済」と題する講演であった。 陸上競技部を指導しておられ
た兼折博先⽣が⼤東から汽⾞通学の上、陸上部で活躍していた芦⽥⽒を紹介、松⾼が
⾃慢できる逸材だと胸を張られた。

芦⽥昭充⽒を紹介する兼折博元校⻑先⽣

 講演は松⾼⽣活から始まり、⼤学、社会⼈としてのマイペースでの⽣活で、現在、
⼤会社の社⻑になったことをさり気なく披露した後、いずれ郷⾥に帰って来たいもの
だとのリップ・サービスも⼊った。本題では⽇本のＯＤＡ（途上国向け経済開発援
助）を名実共に感謝している国もあれば、賠償の後払いだと⼝にする国もあり、ま
た、代⾦回収に関しては中国国営企業の不払い、倒産という意図的⾏為で⽋損を出し
たこと。その防衛策として、代⾦決済国を第三国にすることにしたこと。メーカーの
話として衛星を使って不払いの重機のエンジンを⽇本から切ることが出来ること等、
の裏話も聞いた。ロシアではワイロが国家予算の２/３相当も使われている実体があ
る等、信じがたい実情を⽿にした。いずれにしても、⽇本経済存⽴のためには平和的
環境が絶対的に必要だとの認識を強調された。

熱弁を振るう芦⽥昭充⽒（１３期卒）

 第３部のアトラクションは北校弦楽同好会によるモーツアルトとブリークの作品の
演奏、合唱部は全国学校⾳楽コンクールの出場⾃由曲の無伴奏合唱曲を披露した。

 さて、会場を隣に移して懇親会が４時半より催うされた。スピーチは東京双松会会
⻑代理岡弘道⽒（３期）、近畿双松会会⻑⼭本雅昭⽒（７期）、乾杯は双松会顧問⾦



築修⽒（中学６１期）のご発声で⾏われた。

懇親会の模様

 後は適当に腹に詰めた後、旧友、知⼰を巡っての友情の確認と邂逅の喜びでどの顔
も⻘年に還り、皺は消えて⾏く。因みに８期⽣からの出席者は松浦（漢東）晴⼦(１
Ｒ)、⾼橋汜⼦（２Ｒ）、⽔野恵夫（４Ｒ）、⾼橋貞夫（５Ｒ）⼭崎杲（５Ｒ）、福
間仁志（６Ｒ）、松本（佐々⽊）靖⼦、⼭岡俊英（７Ｒ）、⻘⽊義興（９Ｒ）、平松百
代（１０Ｒ）、内藤あさよ（１１Ｒ）の皆さん。

 「宴たけなわでございますが」との司会の声で中央に⽬をやれば兼折博先⽣のご発
声で万歳三唱になった。酒が⼊って⼤丈夫かと訝る私の⼼と相違してかくしゃくとし
て先⽣は登壇された。私の計算が間違いなければ９１歳になられると思うのだが。
 終宴の後は各期三々五々、２次会に流れた様⼦。

 ⽇本には旧名⾨校３松在りという。愛媛県の松⼭中学、⻑野県の松本中学、そして
我が松江中学。いずれも１３０年の歴史を誇り、多くの分野に傑出した⼈物を排出し
て来た。私はこのような名⾨校で学んだ現松江北⾼校の１３０周年記念に多くの友⼈
と共に参加できたことを嬉しく思った。創⽴１５０周年の記念総会は無理だろうがせ
めて１４０周年記念総会には出席できたらと思った晩秋の１⽇であった。

１３０年の歩み
 

 

https://tksosho.qwc.jp/tadantai20061212_enkaku.pdf

